
　学校法人常磐大学のシンボル・マークは、基本理念である自立、創造、真摯の精神を常

磐松の三本の松葉に託して表現したものである。現在のTokiwaマークは1991年より使用

しているが、このたび、開学100周年記念事業の一環として、ユニバーシティ・アイデン

ティティの見直しを図り、シンボル・マーク、ロゴ及びカラーなど視覚的に表現するビジ

ュアル・アイデンティティ（VI）を明確にし、造形的水準を高めること、法人全体における

理念や意識を統一的に表現し、内外に発信することを目指して常磐大学のVIがリニューア

ルされた。新しいVIは今年4月より使用される。

　VIのデザイン開発及びリファイン作業は、NTT、ブリヂストン、ケンウッド、毎日新聞

社など約100社のCI開発実績を持つ（株）中西元男事務所（PAOS）に依頼された。新しいデ

ザインの開発にあたり、常磐大学では、これまでに培ってきた“常磐ブランド”の伝統の

継承と新たな飛躍をイメージし、更に発展形であることを明確に認識できる“歴史を感じ

させるアカデミズム”と“斬新でモダン”であることをキーワードとして提示した。また、

高校や幼稚園の制服や校旗等へ利用するエンブレムとステーショナリーや各種広報媒体に

利用する法人100周年記念ロゴマークも同時に制定された。

■全　体
デザインシステムの再構築によって、従来築き上げてきた既得価値を尊重しつつ、

新しい時代思考、知的品格の醸成を目指して進めた。

■シンボル・マーク
従来からの個性や強さを継承しながら、形状の

精緻化でより知的な緊張感と人間的な柔らかさ・

温かさを加味し、色の変更で若々しさを加え、

さらに未来へ向かう成長性を表すためにグラデ

ーション版も新しく開発した。

■100周年記念ロゴマーク
開学100周年というメッセージを、祝祭性をもって、明快に伝

達するシンボルとして開発した。同時に100年という歴史・伝

統が、これからも無限の可能性を秘め将来に向け発展していく

イメージを強調した。

■ロゴタイプ
シンボル・マークとの組み合わせ使用を配慮し、

ロゴそのものにはなるべく余分なクセを付加す

ることを排しながらも、書体（基本はオプティ

マ体）そのものは知性と可読性を損なわないよ

う注意を払い造形的完成度を高めた。

■エンブレム
常磐大学が大切にしてきた教育理念とその個性をシンボライズ

するエンブレムとして開発した。イメージ的にはアカデミック

な知性と品格を表現することを考慮し、同時に、法人の各校が

共有共用できる汎用性にも配慮した。
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　文部科学省及び厚生労働省の「就学前の教育・保育を一体

として捉えた一貫総合施設」構想を踏まえ、学校法人常磐大

学では見和キャンパスに幼稚園と保育所の機能を併せ持つ「総

合施設」基本構想をまとめた。そして、この構想の一環とし

て2006年3月17日に新装開店する京成百貨店内に乳幼児の

認可外保育施設（一時預かり保育）を先行試行する。

　この保育室は、 常磐大学ナーサリー（Popo）と称し、 京成百

貨店8Ｆの一室において、営業時間内の午前10時から午後6時

までの間、1歳から6歳（就学前）までの乳幼児20名を対象と

して常磐大学の専任保育士が主となり保育にあたる。また、

保育室では、常磐短期大学幼児教育保育学科の“助言”、エク

ステンションセンターとの“連携”、卒業生センターの“支援”

をそれぞれ得ながら、地域における多様な子育て支援を行う。

　幼稚園と保育所を一体化した総合施設の検討を進めてきた

文部科学省と厚生労働省は、新施設を「認定こども園」とし

て都道府県知事が認定することなどを定めた新法案を今国会

に提出することを決め、常磐大学の総合施設構想は内外から

注目を集めている。

【保育施設の基本構想】

〔見和キャンパス〕

常磐大学幼稚園

保育所
総 合 施 設

「認定こども園」

常磐大学ナーサリー
（Popo）

〔京成百貨店〕　

一時預かり➡子育て支援

≪エクステンションセンター≫

↑
連携
↓

≪卒業生センター・他≫

＜助言＞
幼児教育
保育学科

＜支援＞

提供する保育サービス
◇開所時間　京成百貨店の営業日  午前10時から午後6時まで

◇定　　員　最大20人（対象年齢：1歳から6歳（就学前）まで）

　　　　　　※保育の状況により預かり人数を制限する場合があります。

◇保育内容・利用料金

   一時預かり保育 （一回当たりの預かり時間は、 3時間を限度とします。）

　　1歳　　　　　　　　一人当たり　950円／60分（税込み）

　　2、3歳　　 　　　　　　 〃　　　850円／60分（　〃　）

　　4、5、6歳（就学前）　　 〃　　　750円／60分（　〃　）

　　　　　　※一時預かりの時間を超過した場合は、30分毎に500円

　　　　　　　をお支払い願います。

◇保育従事者等の配置

　当ナーサリーは、保育士（幼稚園教諭免許も取得）3名を配置しています。

常磐大学ナーサリー （Popo）
施 設 の 所 在 地　〒310-0026 茨城県水戸市泉町一丁目6番1号 

　　　　　　　　京成百貨店8階

事業開始年月日　2006（平成18）年4月1日

設　　置　　者　学校法人 常磐大学　（理事長　諸澤　英道）

管　　理　　者　横瀬　薫

　常磐短期大学40周年記念事業として、①40周年記念ロゴマークの制作、②短期大学創立40周年記念誌編集、③「諸澤みよ

伝」の復刻版発行、企画事業として①常磐短期大学ホームカミングデイ、②40周年記念ウェブサイトの開設・運営（周年事業

の情報提供を行う）等が検討され、その一部がリリースされた。なお、記念式典は、2006年10月4日に挙行予定であり、事

業の詳細については後日、発表される。

　3つの枝は、常磐大学の教育理念

である「自立」「創造」「真摯」を意味

し、そして学生、保護者、教職員の

三者をも意味する。伸び伸びと育つ

木をイメージした。これは、人間的

にも、社会的にも、学業面的にも成

長していく姿を表している。

〈制作者の作品コメントから〉

【記念事業】

①40周年ロゴマークの制作

　学内から公募して選定し、周年事業に係る広告媒体・

　大学グッズに広く活用。

②短大創立40周年記念誌

　30周年記念誌「30年のあゆみ」を受け、 その後の10年

　を追加、拡充して刊行（Ａ4判、24頁）。

③「諸澤みよ伝」復刻版

　「諸澤みよ伝」をペーパーバックの抄録本として再編集

　し、「心の充実」の授業の際に教科書として使用（Ａ5判、

   50頁）。

④記念式典

　10月4日挙行

【企画事業】

①ホームカミングデイ（学科別企画、11月）

　［卒業生、退職教職員との交流］

　 (a) キャリア教養学科

　　　講演会の開催

　 (b) 幼児教育保育学科

　　　講演会の開催

　 (c) 生活科学科生活科学専攻

　　　多田くみ子（京都工芸繊維大学伝統みらい研究セ

　　　ンター特任教授、元・常磐短大非常勤講師）くみひ

　　　も教室

　 (d) 生活科学科食物栄養専攻

　　　徳川家再現料理講習会

②エクステンションセンターでは、40周年記念企画とし

　 て、常磐短大教員が講師となる記念講座の開講を予定。

　常磐短期大学では2006年に創立40周年を迎えるにあたり、

その記念事業の一環として、記念ロゴマークのデザインを常

磐短期大学（大学及び大学院を含む）の在学生・卒業生及び

教職員に公募したところ、計50点の応募があった。短大生と

教職員からなるデザイン選考委員会で一次選考が行われた後、

学生の投票による二次選考の結果、最優秀賞1点　海老根百

合子さん（人間科学部・コミュニケーション学科2年）、優秀

賞2点　鈴木啓一郎さん（人間科学部・コミュニケーション

学科4年）、石川菜美子さん（人間科学部・コミュニケーショ

ン学科2年）が決定した。

　2006年1月10日の授賞式では、　木勇夫学長より入賞者

3名に賞状と副賞が手渡された。　木学長は「短期大学とし

てのアイデンティティを共有できるロゴマークになる」と3

名を称賛した。最優秀賞を受賞した海老根さんは「所属して

いる美術部の先輩とゼミの中村泰之先生に勧められて応募し

ました。まさか自分が最優秀賞に選ばれるなんて、驚きまし

た。とても嬉しいです」と喜びを語った。

　最優秀作品は、2006年度末まで常磐短期大学PRのための

様々な広告媒体のほか、大学グッズなどに広く活用される。

⬆前列左より鈴木さん、　木学長、海老根さん、石川さん。
後列は、デザイン選考委員。
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●寄付とは　

　　常磐大学における教育及び学術研究の充実、発展を目的

　として、企業や個人の皆様からご支援をいただくものです。

　学生の教育や教員の研究活動に有効に利用され、その成果

　を通じて広く社会に貢献します。

●寄付金で行う事業　

　・教育研究の奨励

　・学生に対する教育支援

　・地域社会との連携事業に対する支援

　・寄付金を受けての寄付講座等の開設

　・学生・教職員等が行う国際交流、文化、体育活動等への

　　支援

　・その他常磐大学の発展のため必要と認められる事業等の

　　支援

●申し込み・振り込み方法　　　

　○個人の場合

　　寄付申込書にご記入のうえ、お申し込みください。

　○法人の場合　

　　指定寄付金と特定寄付金の２通りがあります。

　　【指定寄付金】

　　（寄付金の全額を決算時に損金算入することができます。）

（常磐大学同窓会館へのご寄付）
　2005年2月1日に常磐大学連合同窓会の発足会並びに常磐大学同窓会館竣工記念式典が行

われ、同窓会館の運営に役立ててほしいと、小田倉よし子様より1,000,000円のご寄付をい

ただいた。小田倉様は学校法人常磐大学の創立者諸澤み

よ先生のご息女で、常磐大学高等学校の職員として、永

年にわたり常磐大学高等学校の発展にご尽力いただいた。

　また、連合同窓会様及び各学校同窓会様からいただい

た、ホールクロックと掛け時計3点は、同窓会館に設置

され、訪れるものを温かく迎えてくれている。

（常磐大学記念体育館へ
　講演台と花台のご寄付）
　常磐大学同窓会様から、

体育館改装を機に講演台

と花台をご寄付いただい

た。入学式や卒業式、そ

の他催事に使用させてい

ただいている。

（常磐大学幼稚園へ
　プラズマディスプレイのご寄付）
　初代園長 故・諸澤幸雄

様（元理事長）のご遺産か

らご寄付いただいた。幼

稚園での活動の様子を保

護者向けに放映している。

　　日本私立学校振興・共済事業団宛の申込手続きが必要と

　　なりますので、寄付申込書にご記入のうえ、お申し込み

　　ください。

　　【特定寄付金】

　　（一般の損金算入限度額と同額の損金算入額が別枠で認

　　められます。）

　　寄付申込書にご記入のうえ、お申し込みください。

●税制上の優遇措置　　　

　　特定公益増進法人への寄付として、所得税法の規定に基

　づき税制上の優遇措置を受けることができます。

●寄付者の顕彰　　

　　ご寄付を賜りました方の芳名を、感謝の意をこめて常磐

　大学学報に掲載させていただきます。

●申し込み及び問い合わせ先　

　〒310-8585　水戸市見和1-430-1

　常磐大学理事長室総務課

　TEL：029-232-2501 FAX：029-231-6078　　　　

   E-mail：soumu@tokiwa.ac.jp

　　常磐大学卒業生の方には、卒業生センターでも寄付を受

　け付けております。
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　常磐短期大学の研究教育活動の充実・発展に多大な功績が

あった、諸澤幸雄氏（故人）、諸澤みさを氏、佐藤啓子氏に諸

澤英道理事長より「常磐短期大学名誉教授」の称号が授与さ

れた。

　授与式は2005年12月21日、竹中副学長等列席の下、本部

棟3階特別会議室において執り行われた。

　常磐短期大学は、開学当初は、女子の特性を生かすことが

できる家政科家政専攻と家政科食物栄養専攻を設置し、特に

食物栄養専攻では、県内で初めて学科増設やカリキュラムの

変更、男女共学化などさまざまな改革を経て、現在は、キャ

リア教養学科、幼児教育保育学科、生活科学科生活科学専攻、

生活科学科食物栄養専攻で構成される入学定員400名の短期

大学に発展した。

　全国の短期大学の多くが廃止や四年制大学への改組に追い

込まれる中、常磐短期大学が現在の地位を築けたのは、開設

当初からご活躍された、今回名誉教授の称号が授与された3

名の方のご尽力によるところが大きい。

授与された方は、以下の3名

第1号　諸澤　幸雄　氏

在任期間  1966年4月～1974年7月  副学長（8年4か月）

　　　　  1974年8月～1992年9月  学　長（18年2か月）

第2号　諸澤　みさを　氏

在任期間  1966年4月～1970年3月  講　師（4年）

　　　　  1970年4月～1975年4月  助教授（5年1か月）

　　　　  1975年5月～1992年3月  教　授（16年11か月）

第3号　佐藤　啓子　氏

在任期間  1967年4月～1976年3月  講　師（9年）

　　　　  1976年4月～1983年3月  助教授（7年）

　　　　  1983年4月～2005年3月  教　授（22年）

945,000円

89,775円

575,720円

298,930円

1,117,200円

827,400円

227,976円

300,000円

161,800円

99,750円

85,000円

85,000円

463,410円

829,500円

ホールクロック　1点

掛け時計　3点

講演台　1点

花　台　1点

アームチェアー　112点

屋外用テーブル　28点

ゴミ箱　8点

鞍　馬　1点

ＤＶＤレコーダー　1点

両面ゴールネット　1点

ローラー　1点

卓球台　1点

その他（教育活動充実のため）18点

卒業記念碑（高校）

常磐大学同窓会 殿

常磐大学後援会 殿

卒業記念品代（人間科学部）

卒業記念品代（国際学部）

卒業記念品代（コミュニティ振興学部）

卒業記念品代（短期大学）

391,000円

204,000円

255,000円

400,000円

2004年度卒業生一同 殿

2004年度卒業生一同 殿

2004年度卒業生一同 殿

2004年度卒業生一同 殿

同窓会会館への寄付

指定寄付金
（コミュニティ振興学部 助教授 塚原正彦）

寄付講座

1,000,000円

500,000円

3,000,000円

小田倉　よし子 殿

中島　潤子 殿

水戸信用金庫 殿

【2004年度】

諸澤幸雄 殿

常磐大学同窓会 殿

常磐大学後援会 殿

【2005年度】（2006年2月28日現在）

プラズマディスプレイ一式（幼稚園）1点

ハイテーブル　4点、ハイチェアー　12点

ゴミ箱　29点

1,000,000円

582,120円

661,191円

＊
右
の
通
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

2004年度卒業生 殿

常磐大学高等学校後援会 殿

常磐短期大学父母の会 殿

常磐短期大学父母の会 殿

常磐大学高等学校後援会 殿

連合同窓会、
各学校同窓会 殿

現
物
寄
付

一
般
寄
付

項　目 金　額 寄付者

特
別
寄
付

現
物
寄
付

項　目 金　額 寄付者

ゴミ箱　 5点

デジタルビデオカメラ　2点

デジタルカメラ　1点　

113,997円

160,000円

95,160円
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　ここ数年、地震、津波、ハリケーンなどの自然災害による被害が、世界的な問題となりつつある。そんな世界情

勢を踏まえ、国際被害者学研究所は自然災害の被災者を支援するため、２００５年１０月１３日、１４日の2日間、「災害被

害への対応」をテーマに、シンポジウムとワークショップを開催した。初日は、香港市立大学法学部学部長・教授

のピーター・マランズック氏が「被災者保護のための法律・政策上の諸課題」について基調講演。被害者救済への

国際条約の必要性と、「国際協力」「多国間制度」の強化を訴えた。

　その後、国際被害者学研究所のジョン・ドゥーシッチ所長をコーディネーターに、被害

者学やカウンセリング心理学、また、犯罪学や法律学などに取り組む国内外の関係者

を交えて、パネルディスカッションが実施された。

　ディスカッションでは、各専門分野から見た問題点やその解決法、また、被災者の

トラウマ対処法や津波などに見舞われた災害現場の実情について、活発な意見交換が

実現。災害警告に関する政府の一義的な責任（D・K・スリヴァスターヴァ氏）や、被災後の人権侵害に関する問題（C・

ラージ・クマール氏）、また、被災者の権利を守る国家的アプローチの重要性（カレン・マクローリン氏）や、途上国、

貧困層に集中する災害のしわ寄せ（中須正氏）など社会的問題に話が及ぶ一方、個々のケースに対応できるトラウマ

治療のプロセスについて（ロナルド・キユナ氏）、「負の精神的影響」から立ち直り、回復への感情的経験を蓄積するた

めの社会的ケアの必要性（クリアケ・カリスマワン氏）など、心理的アプローチも話し合われた。

　さらに、群馬パース大学保健科学部教授の矢嶋和江氏、国際被害者学研究所のクマラヴェル・チョカリンガム教

授の2人を加えて質疑応答と指定討論を実施。トラウマ回復のためになすべきことや、犯罪から災害にまで枠を広

げた被害者学の必要性、また、アジア災害看護ネットワークの立ち上げにまで討論は及んだ。

　　　　　　　　　　国際被害者学研究所の第3回講演会が２００５年

　　　　　　　　　１２月１７日に開催された。講演会は、カリフォル

　　　　　　　　　ニア州立大学フレズノ校犯罪学科教授エリック・

　　　　　　　　　ヒッキー氏を講師としてお迎えし、「連続殺人お

　　　　　　　　　よび大量殺人の被害者について」をテーマとして

　　　　　　　　　行われた。ヒッキー教授は、同大学等において犯

罪心理学の教鞭を執るかたわら、プロファイリングのコンサルタント

などとして米国内外で活躍している高名な犯罪学者である。おりしも

相次ぐ痛ましい女児誘拐殺人事件が起こった直後の開催となったため、

会場には多くの方々が詰め掛けた。

　講演会は、「講演」、「セミナー」、「ワークショップ」の三部構成で

行われ、「講演」と「セミナー」は一般向け、「ワークショップ」は専

門家・実務家を対象とするものであった。「講演」では、カルト犯罪、

DV、児童虐待、性犯罪、テロ犯罪などの具体例に基づき、犯人と被

害者の特性などが平易に説明された。

　「セミナー」は、犯人の行動様式や手口を中心として、主として参

加者との質疑応答形式で行われた。「ワークショップ」は、カリフォル

ニア州で発生した殺人事件を素材として、プロファイリングに関する

専門的講義、質疑応答、意見交換が活発に行われた。

　多くの聴講者から、プロファイリングに関する最新の専門知識を得

ることができたというお褒めの言葉をいただき、主催者側としてうれ

しく思った次第である。

基調講演
「被災者保護のための法律・政策上の諸課題」
  講師 ◆ピーター・マランズック
　 香港・香港市立大学法学部学部長・教授

パネルディスカッション
〈パネリスト〉

  ◆クリアケ・カリスマワン
　 インドネシア・ソエジジャプラナータ・
　 カトリック大学心理学部講師

  ◆Ｃ.ラージ・クマール
　 香港・香港市立大学法学部専任講師

  ◆カレン・マクローリン
　 米国・ボストン警察
　 人身売買対策特別委員会委員長

  ◆中須　正
　 独立行政法人防災科学技術研究所特別技術員

  ◆Ｄ.Ｋ.スリヴァスターヴァ
　 香港・香港市立大学法学部副学部長・教授

  ◆ロナルド・キユナ
　 米国・カリフォルニア州立大学フレズノ校教授

〈指定討論者〉

  ◆クマラヴェル・チョカリンガム
　 常磐大学国際被害者学研究所教授

  ◆矢嶋　和江
　 群馬パース大学保健科学部教授

〈コーディネーター〉

  ◆ジョン・ドゥーシッチ
　 常磐大学国際被害者学研究所所長 

（敬称略・アルファベット順）
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〔連携協力する事項〕

（1）まちづくりに関すること。　　　

（2）産業の振興に関すること。

（3）自然環境に関すること。　　　　

（4）安全・安心な暮らしに関すること。

（5）保健・医療・福祉に関すること。

（6）生涯学習・教育に関すること。

（7）市民活動に関すること。　　　　

（8）その他

⬆
左
よ
り
岡
田
さ
ん
、
加
藤
市
長
、
小
松
　
議
長
。

＊上記の「新年のあいさつ」の詳しい内容は、水戸市ホームページの「広報みと」

  （http://www.city.mito.ibaraki.jp/koho/kohomito.htm）にも掲載されている。

　２００５年１０月３日、常磐大学は水戸市とまちづくりや産業、福祉、教育などの分野

で連携協力し、地域の発展と人材の育成を図ることを目的に、包括的な連携協力協

定を締結した。当日は１４時より、水戸市役所政策会議室において、水戸市の加藤浩

一市長ご出席のもと、水戸市と常磐大学との連携協力協定締結式を行った。また、同時に

水戸市と茨城大学との連携協力協定も締結された。

　　木勇夫学長は「人的・知的資源を十分に地域に開放し、茨城大と競争、協働して、水戸

市、茨城県に貢献できるよう努力する」と話している。今後は、中心市街地活性化、少子

高齢化対策、歴史を生かした観光振興などテーマを決め、テーマごとの協議会を立ち上げ

て、学生にどう参加してもらうか等、進め方を検討していくことになる。

　常磐大学では、すでに茨城県教育委員会と高大連携を推進するために協定を締結してお

り、高校生向けに開設された公開講座は大変好評である。高校生が大学の高度な研究内容

や授業に触れることで、知的好奇心や学習意欲の高揚につながったり、より適切な進路選

択ができるようになるなど、教育の分野で効果をあげている。

　今回の協定締結により、大学の持つ資源を地域活性化のために広く活用されることが期

待される。

　「広報みと」（水戸市広報課発行）の２００６年１月１日号（NO.１１３３）「新年のあいさつ

～水戸展望」に国際学部・国際協力学科4年の岡田沙耶香さんが加藤浩一水戸市長、

小松　常則水戸市議会議長と鼎談し、その模様が掲載された。

　岡田さんは、ゼミナールで水戸市泉町の活性化を考えるプロジェクトに参加し、泉

町や東京のまちを実地調査して学生の立場から提案書をまとめてきた経験から鼎談が

決まった。鼎談では、市長からこれからのまちづくりへの抱負が語られ、これを受け

て、「まちづくりを考えていくうえで、行政、まちづくり委員会などの組織、そして市

民が連携して地域の問題解決について考え、共通のイメージや意識を持つことが大切

だ」と岡田さんは語った。

　常磐大学と水戸市は昨年１０月に連携協力協定を締結しており、今後、まちづくりや

教育など、さまざまな分野で、学生たち若い世代の感性が活かされていくことが期待

されている。岡田さんたちが進めてきたプロジェクトは今後後輩に引き継がれ、まち

づくりへの具体案が提示される。

　地元の金融機関に就職が内定している岡田さんは、「これからは中小企業への資金

融資などを通じて、地元に密着したまちづくりに参加していきたい」と抱負を語って

くれた。

BL
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⬆企業からの注目度も高い文堂
ゼミの『プレゼン・バトル』。

⬅実行委員長・根本さん（右）と
副委員長・斉藤さん（左）。

　常磐大学では、 １９８７年の文部省（当時）の行ったアスベスト全国調査時において、 すでに吹き付けアスベストの存

在は認められなかったが、 ２００５年6月末クボタ旧神崎工場で従業員が多数、 アスベストの吸引暴露により、 中皮腫等

で死亡していることが報道されたことを受けて、 改めて全ての建物についてアスベストの徹底した調査を開始した。

　まず膨大な設計図書等の建築資料に基づき、当時使用された建材に日本石綿協会が公表しているアスベスト含

有製品がなかったか否かを調査し、次に実際に全ての建物を一つ一つ専門家の目で目視調査した。

　調査の結果、常磐大学の建物には吹き付けアスベストは無いことが判明したが、常磐大学高校体育館、常磐大

学G棟の機械室、G１０４、G２０５、G３０６教室にあった吹き付けロックウールについては、念のため、財団法人日本

作業環境測定協会認定の石綿含有率等分析機関である、日立協和エンジニアリング株式会社に分析を依頼した。

試料の採取にあたっては、厚生労働省が定めた手順方法に沿っておこなわれ、分析の結果、全ての試料からアス

ベストは検出されず、アスベストは全く無いことが証明された。

　このように、常磐大学におけるアスベストに関する一連の調査は、速やかに対処され、その後、文部科学省か

ら、２００５年7月２９日付けで「学校施設等における吹き付けアスベスト使用実態調査」を受理した時にはすでにア

スベスト実態調査に取り掛かっていた。

　今後とも学生教職員等の安全・安心を確保するために、速やかに継続的に点検・維持管理を行うことにしてい

る。分析結果の詳細は常磐大学ホームページに掲載してある。

■G棟ラウンジ…キャンパスのほぼ中央にあるこの場所は、かつて大学教員談話室があ

った所である。人間科学部、国際学部の教室は、ここを起点として南にG棟、K棟、M棟、

東にO棟、R棟へと延びている。「扇の要」に位置し多くの学生が通るこの空間を、プラ

ズマディスプレイ、掲示板による情報伝達の場ならびに学生同士の情報交換、語らいの

場として整備した。配備されている机、椅子はQ棟にあったものを転用したので見覚え

があると思う。活用を期待する。

■旧寮跡地駐輪場…自転車通学者向けの「駐輪場」は、これまで、B棟前、L棟横、D棟の

裏・横、第1駐車場に、合わせて約３５０台の収容スペースがあったが、D棟からQ棟にか

けての歩行者用通路は自転車が溢れていた。これが歩行者の通行の妨げとなり、またQ

棟側壁面には消防用の設備もあるため、新たな駐輪場の確保が長年の課題であった。茜

梅寮の竣工に伴い廃寮となった「姫が丘寮」の跡地に設置されたこの施設には、約３００台

の自転車が収容できるため、これで学内自転車利用者の需要は賄えるようになった。

　学生たちの学習成果や活動状況を発表する『２００５年ときわ祭』が２００５年１０月２９

日・３０日に開催された。今回のテーマは『trend＝ときわ祭～心の進み行く先は…～』。

ときわ祭実行委員長を務めたコミュニティ振興学部・ヒューマンサービス学科3年の

根本裕輔さんは「ときわ祭自体が、ご来場になる皆様のトレンドになってほしい」と

テーマコンセプトを解説。副委員長の人間科学部・人間関係学科・社会学専攻3年の

斉藤愛希さんは「一致団結して頑張ります！」と意気込みを語っていた。

　今年もお笑いライブや講演会などバラエティに富んだイベントが企画されたが、

特に注目したいのが人間科学部・文堂弘之助教授のゼミ発表『第4回／プレゼン・バ

トル』。この企画は、ゼミ生が2チームに分かれ、独自に設定したテーマをもとにプ

レゼンテーションを行い、その内容を聴衆が採点すると

いうもの。審査には、ゼミ生、一般の学生、さらに一般

企業の方や他大学の教授なども参加し、さまざまな視点

から厳しい審査が行われた。

　エクステンションセンターのオープンカレッジは、毎年延べ２０００人を超える受講生を集

め、大変好評である。今回はその中から特色ある講座について報告する。

　「高校生『英語』サマーセミナー」は、茨城県教育委員会との高大連携事業の一つで、国際

学部英米語学科の全面協力のもとに企画され、 今年で2回目の実施である。 今回は２７名の高校生が参加した。 高校生

からは、 「高校の授業とは全く違う英語学習を体験できた。 英語に対する興味や関心が深まった」「今後の英語学習に

意欲が出てきた。 今回のような機会が増えてほしい。 とにかく楽しかった」 など、 満足度の高い感想が多く見られた。

　「小学校の先生のための英語教室」は、主に小学校教員を対象としたもので、今年で3回目の実施である。本講は

外国語学習に最も重要な時期とされる小学生にどのように英語を実践していくか、小学校での英語指導のあり方や

学習方法について学ぶ機会を提供するもので、今回は１６名の小学校教員が参加した。各小学校の取り組みや早期英

語教育の問題点やその解決策など情報交換も活発に行われていた。

　「幼稚園教諭・保育士のためのリカレント講座」は、幼稚園教諭・保育士を対象に実際の現場で役立つ知識と技術

を体系的に学習し、幼児教育者としてのスキルアップを支援すること、特に卒業生へのリカレント教育を意識して

企画されたものである。今年で4回目の実施となり、毎回、講師は短期大学幼児教育保育学科の教員が担当している。

受講者の多くが卒業生であり、教員との親睦を深めるとともに受講生同士の情報交換の場としてもうまく機能して

いる。これらの講座は、今後も継続して実施していく予定である。

　２００５年１０月１４日～１６日に日本労働社会学会第１７回大会が常磐大学を会場として開催された。

日本労働社会学会は、産業・労働に関する社会学、経済学の研究者を中心に、その実証的・理

論的研究の発展を目指して設立され、現在約２５０名の会員を擁している。

　今次大会は常磐大学と茨城大学の教員・大学院生が大会事務局を構成し、大学院人間科学研

究科佐藤守弘教授が大会事務局長を務めた。プログラムは、1日目はキャノン株式会社取手工

場でセル作業方式の見学、2日目は「雇用管理・賃金管理」「ジェンダー・ライフスタイル」な

どのテーマに沿った自由課題報告が行われ、人間科学研究科博士後期課程の菫荘敬さんは「若

年者の職業選択の規程要因―台湾南部の大学生を中心として考察」を発表。最終日には「東ア

　　　　　　ジアの雇用・労働とグローバル化」と題してシンポジウムを開催し、日・中・韓

　　　　　　の雇用政策と労働情勢について比較検討を行い、経済成長が著しい東アジア諸国

　　　　　　の実態分析で大きな成果を上げるなど実り豊かな大会であった。

　　　　　　　全国各大学からの参会者からは、常磐大学のキャンパスが緑豊かに環境が整備

　　　　　　されていることへの賛辞があり、 大会運営に協力してくれた院生・学生の行き届い

　　　　　　たホスピタリティに感謝の意が伝えられた。

　２００５年１０月２６日～２８日にかけて、第９１回 全国図書館大会茨城大会 （（社）日本図書館協会、

茨城県他主催）が県民文化センター、県庁講堂などを会場に開催された。常磐大学は、幹事校で

ある茨城大学とともに、副幹事校として、1年前から茨城大会の開催準備・運営を進めてきた。

　「常陸国 （ひたちのくに）から図書館の未来を探る―読書の力、図書館の力が社会を変える―」

を大会テーマにした茨城大会には、3日間で約１８００人の図書館関係者が参加。

　2日目の分科会では、第2分科会（大学・短大・高専図書館）において、人間科学部　栗山正光助教授

（専門：図書館情報学）が「情報リテラシー」について発表し、その後の「存在感のある図書館を目指して」

と題したパネルディスカッションでは、パネリストの一人として参加した。専門的な議論が交わされ、

会場からは、ライブラリアンが抱えている課題についての意見を求める質問が相次いだ。
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　　　　　　　　　　　　　　　常磐大学に留学しようと思

　　　　　　　　　　　　　　ったのは、実際には使う機会

　　　　　　　　　　　　　　がなかった日本語を実際に使

　　　　　　　　　　　　　　ってみたかったからです。ま

　　　　　　　　　　　　　　た、日本が非常に古い歴史を

　　　　　　　　　　　　　　持った国で、さまざまな古い

伝統を受け継いでいることにも興味がありました。ですから、

ルームメイトに連れられて学園祭のお茶会に参加し、日本の

古い伝統を体験できたときは、とても感激しました。こうし

た伝統文化が普段の生活にも息づき、若い人々に受け継がれ

ていることは、実際に留学しなければわからなかったと思い

ます。大学のある水戸市は美しい景観に恵まれた歴史都市で

す。朝早く起きて自転車で偕楽園に行ったとき、千波湖の彼

方から昇る朝日を偶然見かけ、それを楽しみに早起きしてい

る市民の方とその感動を共に味わうことができました。

　チューター※ の人たちには、日本語を教えてもらうだけで

なく、図書館や買い物に付き合ってもらうなど、いつも助け

てもらいました。日常生活の中で同世代の人と日本語を話せ

るのは、日本語を学ぶ留学生にとって最高の環境です。常磐

大学で多くの友人を得、また日本文化を体験したことで、米

国の大使館で働くという夢に近づいた気がします。

●英会話交流活動
　（Tokiwa English Connections）の様子。

●カリフォルニア州立大学

　ノースリッジ校へ留学

●カリフォルニア州立大学

　ノースリッジ校から留学

※チューターとは、外国人留学生に対して、日本語、勉強、大学

生活等のいろいろなサポートをする学生を指す。

●クラスメイトたちと（下）。ノースリッジ校の図書館（上）。

山口 美帆 さん

国際学部・英米語学科2年

　　　　　　　　　　　　　　　留学を真剣に考えるように

　　　　　　　　　　　　　　なったのは高校２年生のとき

　　　　　　　　　　　　　　です。「国際交流セミナー」に

　　　　　　　　　　　　　　参加し、外国の方たちと北海

　　　　　　　　　　　　　　道へ行きました。日常的に英

　　　　　　　　　　　　　　語を使うなかで、英語が好き

な自分を実感する反面、言いたいことが伝えられないもどか

しさを感じました。だから、もっと英語を勉強したいと、大

学に入ってからも考えていました。そんなとき、交換留学制

度があることを知りました。これは英語だけの環境に入るチ

ャンスだと思い、すぐに応募しました。

　アメリカでは大学の寮で生活していました。ルームメイト

の台湾人の留学生とは、お互いの母国語を教えあったりして、

とても仲良くなりました。彼女は27歳だったんですが、クラ

スメイトにはもっと年上の学生もいます。年齢層の幅広さに

は驚きました。驚いたことといえば「ゲイシャの踊りはでき

るのか？」なんて聞かれたこともあります。ステレオタイプ

で捉えるって、ちょっと恐い気もしました。その反面「日本

人はクリスチャンじゃなくてもクリスマスパーティをする」っ

て話すと、不思議がったり。私の目標は中学校の英語教員に

なること。それが実現したら、英語の勉強法などさまざまな

指導に、この経験を活かしていきたいと思います。皆さんも、

今しかできないことにどん

どん挑戦してください！

●2005年度就職状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　企業の採用意欲が回復して、各業界とも一般的に採用件数・人数が昨

年に比べて増加している。本学においても企業からの求人件数・求人数

ともに過去5年間に比しても最高の数値で動いている。これに対して学

生も早い時期から就職活動に着手したようで、その結果、主要企業の就

職内定者数が大幅に増え、就職内定率は昨年の同時期に比べて10ポイン

ト上昇している。卒業時までには、昨年以上の就職率が予想される。

■常磐大学／主要内定先一覧
　●株式会社常陽銀行

　●茨城県信用組合

　●株式会社関東つくば銀行

　●日本郵政公社関東支社

　●株式会社カスミ

　●株式会社ココスジャパン

　●株式会社スズキ自販茨城

　●株式会社水戸京成百貨店

　●東日本旅客鉄道株式会社（ＪＲ東日本）

　●積水ハウス株式会社

　●茨城トヨタ自動車株式会社

　●関彰商事株式会社

　●東京海上日動火災保険株式会社

　●住友金属工業株式会社鹿島製鉄所

　●大和証券株式会社水戸支店

　●社団法人茨城県経営者協会

　●茨城県警察本部

■常磐短期大学／主要内定先一覧
　●株式会社常陽銀行

　●茨城県信用組合

　●東日本旅客鉄道株式会社（ＪＲ東日本）

　●株式会社東日本銀行

　●東日本キヨスク株式会社

　●株式会社マルイスマートサポート

　 （丸井販売グループ）

　● ＳＭＣ株式会社

　●富士産業株式会社

　●株式会社トヨタレンタリース茨城

　●茨城バルブ・フィッティング株式会社

　●株式会社ベネミール

　●株式会社オンワード樫山仙台支店

　●大日本紙業株式会社

　●みずほフィナンシャルグループ

　　みずほ銀行

　●日立製作所労働組合佐和支部

●これからの就職活動支援プログラム・・・・・・・・・・・・
　就職部では、さまざまな支援プログラムを用意して学生の就職活動を

サポートしている。現在、特に大学4年生・短大2年生（2007年3月卒

業見込者）には意欲的に参加できるようなプログラムを提供している。

（詳細は就職部ホームページを参照。）

　 ◎学内会社説明会 

　［大学4年／短大2年（2007年3月卒業見込者）対象］ 

　　　企業ごとにブースを設け、学生が興味のある企業のブースを訪問

　　し、人事担当者から会社や仕事内容についての説明を個別に受ける

　　ことができる。また、各企業独自の説明会や試験の日程などの重要

　　な情報も得られる。

　　開催日（第4回）2006年3月9日（木）

　　　　　（第5回）2006年3月17日（金）

　　　　　（第6回以降、月1回の開催予定）

●常磐フォーラム開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　2005年10月12日、水戸京成ホテルで『第9回常磐フォーラム』

が開催された。今回お集まりいただいたのは、茨城県内の企業、

県・市・商工会議所など89団体、138名。地域社会と常磐大学の

相互理解を促進し、連携を深める絶好の機会となった。

　講演会の講師としてお招きしたのは、財団法人日本相撲協会・

中村部屋の中澤嗣子さん。嗣子さんは、1975年に高砂部屋力士、

富士桜（現・中村親方）と結婚。現役を引退し中村を襲名した夫と

共に、1986年、中村部屋を創設した。現在は、力士18名、行司

１名、床山１名を抱える相撲部屋のおかみさんとして活躍してい

る。嗣子さんは、日本の慣習が今も息づく相撲界を例に、若い人

材を育てる縦社会の素晴らしさや、礼儀作法の重要性などを解説。

団体生活の中で育まれる責任感や個性など、忘れがちな日本の伝

統的教育の効果を分かりやすくお話しいただいた。

　また、講演終了後には『未来型コミュニティ起業戦

略―水戸JCとのコラボレーション―』と題するプレゼ

ンテーションを実施。コミュニティ振興学部・塚原正

彦助教授のゼミ生が偕楽園をテーマとしたプロジェク

トを発表し、本学の実学に対する取り組みをアピール

した。
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　3年間のプロ生活を振り返ると、必ずしも順調ではなかったです。

入団した年に、いきなりの怪我。そのときは、本当に目の前が真っ暗

になりました。でも逆に、野球ができる喜びを実感できたのでプラス

になったと思います。2年目は比較的順調で、日本シリーズにも登板

し日本一に貢献。ところが自分に対する甘さがでたんでしょうか、シ

ーズンオフの調整に失敗。それが昨年の結果にでてしまい、まったく

納得できない成績でした。だから今回のシーズンオフは、かなりハー

ドなメニューをこなしました。練習は辛いですが、昨年の悔しさを思

えば大したことはありません。 プロ野球の世界は、 自己管理、 自己責任

がすべて。 自分に対する甘えが最大の敵です。 これは学問や就職活動

にも通じると思いますが、 やはり己に打ち勝つことが大切です。 そのた

めに、 やるべきことを一生懸命にやる。 努力はウソをつきませんから。

　学生時代のいちばんの収穫は、野球関係以外の友人ができたこと。

野球部にいると、どうしても野球だけの毎日になってしまいます。で

も常磐大学は、野球部を特別扱いしません。授業に出て、提出物もし

っかり提出しなければ卒業はできない。学生の本分をキッチリと行う

生活が、一般学生の友人を増やしてくれたんだと思います。

　今シーズンは主力選手が移籍したので、自分をアピールするチャン

スだと思っています。 任された回をしっかり抑えるため、 自分のボール

を投げるのみ。 自分がやるしかない！ っていう気持ちでいっぱいです。

3

2005年
コミュニティ
振興学部
ヒューマン
サービス学科卒

2005年
人間科学部
コミュニケーション
学科卒

　運転はあまり得意ではありませんでした。バックで駐車するときも、

まっすぐ入れられないくらい。免許証もオートマチック車限定しか持

っていなかったので、教習指導員になるって友だちに話すと「本当に

できるの」って、心配されました（笑）。でも、学生時代に家庭教師の

　　　　　　　　　　アルバイトをしていて、人に教えることには興

　　　　　　　　　　味がありました。ところが、実際に指導すると、

　　　　　　　　　　運転を教える難しさを実感しましたね。どう説

　　　　　　　　　　明したら理解してもらえるのか、また、年上の

　　　　　　　　　　方にはどこまで注意していいのか、毎日悩んで

　　　　　　　　　　います。補助ブレーキを踏むタイミングも難し

　　　　　　　　　　くて、スピードオーバーで脱輪させてしまいそ

　　　　　　　　　　うになったことも…。教習生の方に恐い思いを

　　　　　　　　　　させてしまったと反省しています。

　女性であるということは、そんなに意識しません。ただ、緊張して

いる教習生の方が少しでもリラックスできるよう、女性の視点で細か

い気配りをしています。目標は自信が持てるくらいレベルアップする

こと。指導員に自信がないと、伝わることも伝わりませんよね。

　就職について両親に相談していたとき、父が「自動車学校の指導員

とか、あればいいのにね」って言ったんです。私は人と接することが

好きなので興味を持ちましたが、指導員というと男性のイメージ。ホ

ームページで探しても、募集はありませんでした。そして諦めかけて

いたころ、就職部の方から『茨城県自動車学校』

のお話をいただいたんです。

　指導員の資格を取得するためにはさまざまな

免許が必要で、辛い研修も受けなければなりま

せん。だから、運転技術は自分でも驚くほど上

達しました。でも、最初は予想以上に緊張しま

したね。万一危ない場面に遭遇したら、私の責

任で危険を回避しなければなりませんから。ま

た、年上の教習生に指導するときは気を使いま

す。 教習生も私じゃ頼りないだろうなって思いますし。 でも、 ある年配

の女性の方が卒業するとき「女性の指導員でホッとしました」ってメッ

セージをくれたんです。本当に嬉しかったです。これからも、もっと

知識と技術を向上させ、自分自身のスキルを高めたいと思っています。

菅谷 佳奈子さん

茨城県自動車学校／教習指導員

庄子 早月さん

茨城県自動車学校／教習指導員

2003年
人間科学部
組織管理学科卒

4

小野寺 力さん

西武ライオンズ
投手

5
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●東日本旅客鉄道株式会社（JR東日本）

松田 隆雄さん

国際学部
国際協力学科4年

●大和証券株式会社

橋谷田 由希さん

短期大学
キャリア教養学科2年

　　　職を意識しはじめたのは、短大1年の2月ごろ。特

　　　に業種を絞らず、大学で行われる合同説明会に参

加していました。だから金融業界を考えたのも、就職課

の方から『大和証券』の話をいただいてからなんです。あ

れこれ考える余裕もなく、3月下旬には試験が始まり1回

目は不採用。でもすぐに採用担当の方から「内定者に欠員

がでたので、もう一度受験してください」と連絡があり

ました。これも何かの縁だと思い、もう一度チャレンジ。

5月には内定の連絡をいただくことができました。順調

な就職活動でしたが、特に試験対策などはしませんでし

た。短大はビジネス関連の授業が多いので、就職活動に

役立つ知識が身に付いていたのかも知れません。自分で

起こした行動は、秘書検定2級の取得。自己分析をしな

がら自分は短大で何をしてきたんだろうって悩み、せめ

て働く意欲を示そうと思ったんです。皆さんもひとつで

も頑張れることを見つけ自分をアピールしてください！

就
　　　職活動を開始した時期は、かなり遅い方だと思い

　　　ます。合同説明会には参加していましたが、実際

にエントリーをはじめたのは4年生になってから。そし

て『JR東日本』の試験が行われたのは5月の中旬。試験

を受けはじめて2社目でした。一次試験は筆記で二次試

験は集団討論、そして三次試験で面接が行われましたが、

面接が終わってドアを閉めた瞬間に、「ダメだ！」と思いま

した。緊張してまったく言葉がでなかったんです。だか

ら内定の連絡をいただいたときは、本当に驚きましたね。

　就職活動に関しては、特に対策もしませんでしたが、

ひとつだけ自分をアピールできることがありました。そ

れは大学３年間ずっと『ときわ祭実行委員会』の活動を

続けてきたことです。組織のなかで頑張ってきたことが

評価されたのではないでしょうか。目立たない裏方とし

てサービスを提供する活動内容が、JR東日本での仕事と、

どこかつながっていたのかも知れませんね。

就

　私がアメリカで本格的にカウンセリングを勉強したいと思ったのは、

大学院で修士論文のために行ったアンケート調査がきっかけです。そ

の調査により、いじめや身体的児童虐待による被害経験者が多くいる

ことに驚きました。そこで間接的に被害者を研究するだけではなく、

直接的に支援するための勉強をしたいと思ったんです。

　最初は日本で修士課程を修了しているので、それほど苦労しないん

じゃないかと思っていました。しかし、実際の授業は想像していたよ

りも難しいものです。1回に進む量はかなり多く、事前に予習してお

かないと内容をしっかりと把握できないこともあります。また学生が

みんな積極的で、どんどん発言するのにも驚かされました。

　現在の目標は、夏に行われる国際被害者学シンポジウムで発表する

こと。そして、ボランティアとしてドメスティックバイオレンスやレ

イプ被害者を支援する活動にも参加したいと考えています。将来的に

は、被害者に関しての調査・研究を続けると同時に、被害者を直接支

援していけるような仕事に携わっていきたいですね。

　私は常磐大学をはじめ、幾つかの大学で、ゲストスピーカーとして

就職活動とインターンシップをテーマに、学生の皆様にお話をさせて

頂いています。最初は、厚生労働省からの依託事業で行っているイン

ターンシップ推進のため、就職活動の内容を織りまぜながらお話をさ

せて頂きましたが、現在は大学からの要請もあり、就職活動の話がメ

インになっています。このようなテーマでお話をすると、私が就職活

動に成功したと思われるかも知れませんが、実際は失敗と挫折の連続。

“かっこいい”コンサルタント業界や大手企業ばかりを追いかけて、中

小企業の良さに気づけませんでした。実は現在の仕事も、就職活動を

開始した当初は、視野に入れていなかった業界・業種です。しかし経

済団体として地域の企業を支援する中で、経営者の方から「ありがと

う」と言って頂ける度に、この仕事に巡り合えて良かったと実感しま

す。仕事の本質は、誰かに喜んで頂いた対価として報酬を得ることだ

と思います。『人間（じんかん）到る所青山（せいざん）あり』、皆さ

んも幅広い視野を持って就職活動に臨んで頂ければ幸いです。

2003年
大学院
人間科学研究科
人間科学専攻

［修士課程］修了
（佐藤守弘研究室）

2004年
大学院
人間科学研究科
人間科学専攻

［修士課程］修了

前小屋 千絵さん

カリフォルニア州立大学大学院（フレズノ校）／カウンセリング学部在籍

後藤 泰男さん

社団法人 茨城県経営者協会／情報調査担当
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　日増しに暖かくなり、さまざまな生き物たちが静かに

生命のリズムを刻み始めました。春は１年がスタートす

る季節。常磐大学のキャンパスでも、新入生たちの爽や

かな笑顔が輝いています。これから始まるキャンパスラ

イフは、皆さんにとってかけがえのないシーズン。私た

ちも気分を新たに、より良い紙面づくりを行ってまいり

ますので、これからもよろしくお願いいたします。

　同窓会館が昨年2月に竣工してから、一年が経ちました。同窓会館に

とっても、卒業生センターにとっても、意味のある一年だったと、振り

返っています。

　この一年の間に、たくさんの方々に同窓会館をご利用いただきました。

高校・短大・大学および大学院の各同窓会の総会・幹事会や常磐大学高

校（旧常磐女子高校）卒業生による陸上競技部OG会総会が開催されまし

た。他にも、常磐大学４年生による卒業論文発表会、常磐大学幼稚園の

在園児とその保護者によるクリスマス会等、様々な用途でご利用いただ

きました。同窓会館が、常磐に関わる人々を温かく包み込み、常磐人の

心のよりどころの場になればと思います。

　卒業生センターでは、常磐短期大学創立40周年の今年、記念ホームカ

ミングデイを実施致します。母校の歴史を振り返り、旧友・旧師と青春

を謳歌した日々を懐かしむ時間を、卒業生の皆さんに過ごしてもらえれ

ばと願っています。詳細につきましては、順次ご連絡させていただきま

す。その他、高校・大学および大学院でもホームカミングデイを実施し

ていく予定です。

　卒業生センターでは、皆さんとの絆を深めるための企画を実現できれ

ばと考えております。「こんな企画をしてほしい」等のご希望やご意見が

ありましたら、お気軽にお寄せ下さい。

　◎問い合わせ先

　〒310-0036  茨城県水戸市新荘1-7-26

　学校法人常磐大学　卒業生センター

　TEL＆FAX：029-231-8162

　事務取扱時間：平日9:00～17:00

　連合同窓会発足後最初の「常磐学

園同窓会」総会が、2005年8月28

日、ホテルレイクビュー水戸で開催

されました。「常磐学園同窓会」は、

水戸常磐女学校、常磐高等女学校、

常磐商業女学校、常磐中学、常磐女子高等学校、常磐大学高等学校の卒

業生からなる組織で、今回も1935年に卒業された方から、2005年3月

に卒業したばかりの卒業生まで、幅広い年齢の方々が参加して下さいま

した。総会では、恩師の先生方からお話を伺ったり、常磐大学高等学校

吹奏楽部の演奏に耳を傾けたり、それぞれの思い出話に花を咲かせたり

と、有意義で楽しい時間を過ごすことができました。

　常磐大学大学院同窓会では、発足後初めて、同窓会総会および懇親会

を2006年1月28日に同窓会館にて開催しました。総会においては、森

山賢一会長より、「学校法人常磐大学と連携を深め、相互の発展を図りた

い」と挨拶がなされ、さらに　木学長より「さまざまな事業において大

学院同窓会にご支援ご協力を賜りたい」とご祝辞をいただきました。当

日は、県内外から約20名が集まり、

和気藹々とした雰囲気の中、旧交を

温めました。修了生の活躍がますま

す期待される中、同窓会活動も活発

化していきたいと思います。

　2005年度みわの会総会、講演会および懇親会を2005年10月22日に

常磐大学同窓会館で開催しました。あいにくの雨の中にも拘らず54名

の同窓生が出席されました。また、　木勇夫学長をはじめとする8名の

先生方がご参加くださいました。

　講演会では、2005年3月31日にご退職された佐藤啓子先生に『日々

の暮らしを輝かせる』という演題でご講演いただきました。出席者は学

生時代にタイムスリップしたかのように目を輝かせながら先生の講演に

聞き入っていました。また、懇親会でも先生方と共に、懐かしい学生時

代の話に花を咲かせていたようでした。同窓生の皆様と有意義な時間を

過ごすことができ、幹事一同嬉しい限りです。

　次回は、より多くの方のご参加をお待ち申し上げております。

◎記事中の学年は取材時のものです。
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